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学部における理科指導法（小）や（中），理科授業論などにおける学習成果を基礎として，今日学校において生じている課題のうち，特に理科の指導に関する事項について
知り，その改善方法について受講生とともに考えて行くことをねらいとする。
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理科の指導に関して，今日学校で生じている課題を理解することができる。

理科の指導に関する課題の改善方法について，考察することができる。

授業の内容

理科の指導に関する課題の調べ方1

理科の指導に関する課題①（観察，実験の実施状況）2

観察，実験を実施しやすくする体制づくり3

理科の指導に関する課題②（全国学力学習状況調査の結果）4

全国学力状況調査からみた授業改善方法5

理科の指導に関する課題③（科学的リテラシー）6

科学的リテラシーの獲得に向けた授業の工夫7

理科の指導に関する課題④（理数離れの現状）8

理科好きを増やす授業の工夫9

理科の指導に関する課題⑤（子どもの自然体験）10

自然体験が不足した子どもに対する授業展開11

理科の指導に関する課題⑥（環境教育と理科教育）12

環境教育やＥＳＤを意識した理科授業の展開方法13

学校種別の課題について14

授業のまとめ15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造
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時間外学修
の内容と時
間の目安

発表の準備(30h)準備
学修

事後
学修

授業で紹介した参考文献の確認(30h)

教科書

特に使用しない。

参考書

文部科学省や国立教育政策研究所などのwebサイト（授業中に指示する）
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レポート
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